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広報まきのはら 絆と元気が創る 幸せあふれみんなが集う

ＮＥＸＴまきのはら

特集 まきのはら2019

巻末

振り返る この一年

田沼意次侯生誕300年記念大祭



５月６月７月８月９月10月11月 １月２月３月４月

振

り

返

る

こ

の

一

年

市総合健康福祉センターさざんか
リニューアル

市内全小中学校にエアコンを設置

まきのはら ２０１９

12月

コンビニ交付サービス開始

市道大倉壱丁田線　完成

静岡牧之原茶が「産地賞」を受賞 客船「ぱしふぃっく びぃなす」
御前崎港に初寄港

富士山静岡空港開港10周年記念イベント

中国ナショナルサーフィンチームが
市内で38日間の強化合宿

相良港防潮堤壁画の修復完了

田沼意次侯生誕300年記念大祭

田沼意次侯ＰＲキャラクター「意次くん」デビュー

田沼意次侯
生誕300年
記念事業

田沼意次侯生誕300年記念顕彰イベント
（歴史演談・人形劇ほか）
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■年末年始の各施設の開館状況　（○ : 開館日、△ : 一部開館、－: 休業日）

（＊１）図書の返却は、年末年始も午後７時まで受け付けます。返却場所は、相良庁舎当直室（庁舎東側）、榛原庁舎管理室（庁舎西側）です。
（＊２）問い合わせは各一時預かり実施園（牧之原保育園・あおぞら保育園・相良保育園・静波保育園・川崎幼稚園・細江保育園）へお願いします。

年末年始の市の業務など
施設 問い合わせ

12月 １月

備考26


27


28


29


30


31


１ ２


３


４


５


６


相良総合センター　い～ら ☎5544 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

榛原文化センター ☎0002 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

萩間・地頭方公民館 ☎0311
片浜事務所

○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

榛原図書館 ☎0094 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー
（＊１）

相良図書館 ☎2649 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー

市史料館 ☎2625 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー

水道課（榛原庁舎敷地内就業
改善センター１階）

☎0082 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

漏水や濁りなどについて
は休業日も対応。
休業期間中の問い合わせ

▼榛原地域 ☎0001

▼相良地域 ☎2600

市民相談センター ☎0088 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○
28日・４日・５日
は、消費者ホットライン　
「１

い

８
や

８
や

」の利用可

生活支援センターやまばと ☎0073 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

生活支援センターつばさ ☎2610 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

地域包括支援センターオリーブ ☎8822 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○
休業日も緊急時は対応可
（24時間対応）

地域包括支援センターさがら ☎1900 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

子育て支援センター榛原 ☎0174 ○ △ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○
△：午前のみ開館

子育て支援センター相良 ☎5808 ○ △ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

子育て支援センターみらいえ ☎3180 ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

保育園の一時預かり事業 （＊２） ○ ○ △ ー ー ー ー ー ー △ ー ○
△：状況により受け入れ
　　できない場合あり

榛原児童館 ☎6975 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー

相良児童館 ☎1535 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ー

相良Ｂ＆Ｇ海洋センター・
相良総合グラウンド ☎4600

相良Ｂ＆Ｇ海洋

センター

○ △ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

△：午後５時まで開館

海浜体育館・地頭方体育館 ○ △ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

ぐりんぱる

☎8899
ぐりんぱる

○ △ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

フィットネスジム ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

静波グラウンド・静波体育館・
仁田体育館・仁田アーチェリー
場

○ △ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

謝恩閣（火葬場）
☎1000

吉田町牧之原市

広域施設組合

○ ○ ー ○ ○ ○ ー ○ ー ○ ○ ○

南遠地区聖苑（火葬場） ☎0044
環境保全センター

○ ○ ー ○ ○ ○ ー △ ー ○ ○ ○ △：午後のみ開館

農村の家 ☎2618
農林水産課

○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

相良油田資料館 ☎2525 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

物産センター ☎2710 ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ○ ○ ○

さがら子生れ温泉会館 ☎1126 ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ○ ○ ○ ○ ○

祝

■
市
役
所
の
業
務

▼
休
業
期
間

12
月
28
日

〜
１
月
５
日


▼
休
業
期
間
中
の
問
い
合
わ
せ

　

榛
原
庁
舎　

☎（
23
）
０
０
０
１

　

相
良
庁
舎　

☎（
53
）
２
６
０
０

[

戸
籍
の
届
け
出
な
ど]

▼
休
業
中
の
戸
籍
の
届
け
出

　

出
生
や
婚
姻
な
ど
の
届
け
出
は
、

　

当
直
職
員
ま
た
は
警
備
員
が
預

　

か
り
ま
す
。

　

受
付
場
所
は
、
榛
原
庁
舎
西
側

　

と
相
良
庁
舎
東
側
で
す
。

　

死
亡
届
の
受
付
時
間
は
、
午
前

　

８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

で
す
。

▼
証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

　

ビ
ス

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

　

し
た
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明

　

書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　

は
、
12
月
29
日

〜
１
月
３
日


ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

☎（
23
）
０
０
２
１

■
さ
ざ
ん
か
の
業
務

▼
休
業
期
間

12
月
28
日

〜
１
月
３
日


▼
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
介
護
課

　

☎（
23
）０
０
７
６

■年末年始の休日当番医 （診療時間）医科：午前９時～午後５時、歯科：午前９時～正午
急病者のみの受け付けとなりますので、通常の受診はご遠慮ください。
やむを得ず変更する場合や、対応できない診療科もありますので、事前に確認してください。

医科

12月29日 あかほりクリニック　　　　　　 ☎5555  かわしりこどもクリニック（吉田町）　  ☎0555

12月30日 渡辺内科医院　　　　　　　　　 ☎5232  岡野内科医院（吉田町）　　　　　　 ☎1266

12月31日 藤本クリニック　　　　　　　　 ☎1200  いしだ眼科（吉田町）　　　　　　　 ☎1400

１月１日　 石井内科皮膚科医院　　　　　　 ☎0013 三輪クリニック（吉田町）　　　　　 ☎7300

１月２日 酒井内科医院　　　　　　　　　 ☎1100 はいばら泌尿器科クリニック　　 ☎0887

１月３日 サガラ眼科　　　　　　　　　　 ☎2222 玉井整形外科医院　　　　　　　 ☎6667

１月５日 永尾内科循環器科医院（御前崎市）　 ☎6611 千内科クリニック（吉田町）　　　　　☎1001

歯科

12月31日
又平歯科医院（島田市川根）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  ☎05474055

奥山歯科医院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ☎0502

１月１日　 良知歯科医院（吉田町）　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　  ☎7683

１月２日 辻歯科医院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　☎0223

１月３日 つるなが歯科（島田市金谷）　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　☎05474600

診療 期日 開業医（榛南西部地区） 開業医（榛南東部地区）

祝

祝

■バスなどの運行 （問い合わせ) ▼地域振興課 ☎0041　 ▼静鉄バスコールセンター ☎054（252）0505

バス路線 12月29日～１月３日 １月４日 備考

特急静岡相良線・島田静波線・藤枝相良線 特別運行

土日祝運行

バスの詳細な時刻表は、しずてつ
ジャストライン株式会社ホーム
ページで確認してください。
（http://www.justline.co.jp）

萩間線・相良御前崎線・相良浜岡線 土日祝運行

勝間田線 運休

デマンド乗合タクシー 令和元年運行最終日 運休日 令和２年運行開始日 備考

さかべ号（火・木曜日運行） 12月26日 12月31日、２日 １月７日 東海タクシー株式会社
☎0288かつまた号（水・金曜日運行） 12月27日 １月１日　、３日 １月８日

すげやま号（火・金曜日運行） 12月27日 12月31日、１月３日 １月７日 榛南交通株式会社
☎7776

■年末年始のごみの収集と搬入 （○ : 開館日、－: 休業日）

施設 問い合わせ ごみ

12月 １月

備考26


27


28


29


30


31


１ ２


３


４


５


６
祝

環境保全センター
（相良地域）

☎0044
収集 ○ ○ ○ ー ○ ー ー ー ー ○ ー ○ 収集日は「家庭ごみ収集カレ

ンダー」参照

搬入 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

清掃センターさん
あーる・リサイクル
センター（榛原地域）

☎0530
収集 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ー ○ 収集日は家庭ごみ収集カレン

ダー参照

搬入 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー △ ー ○ △：午前８時30分～正午まで

祝

2019

▼ ▼2020
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Firefighting Group牧之原市消防団広報－架け橋　第17号
編集　牧之原市消防団本部広報班　市役所情報交流課

問い合わせ　消防団事務局　防災課　☎0057

①
災
害
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド

　

市
内
で
発
生
し
た
火
災
な
ど
に
よ
る

　

消
防
署
の
出
動
情
報
を
入
手
で
き
ま

　

す
。

☎
０
１
８
（
０
９
９
）
５
６
７
８

　

＊
通
話
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

　

＊
一
部
の
電
話
で
は
利
用
で
き
な
い

　
　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
夜
警
巡
視
に
ご
協
力
を

　

消
防
団
で
は
、
夜
警
巡
視
を
12
月
か

　

ら
２
月
末
ま
で
実
施
し
、
火
災
の
発

　

生
予
防
お
よ
び
早
期
発
見
に
取
り
組

　

ん
で
い
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

巡
視
期
間
や
時
間
帯
は
、
地
域
に
よ

　

り
異
な
り
ま
す
。

③
新
春
出
初
め
式

　

令
和
２
年
牧
之
原
市
消
防
団
出
初
め

　

式
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
す
る

　
消
防
操
法
を
披
露
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

１
月
５
日


時
間　

▼
式
典
＝
午
後
１
時
〜
▼
操

　

法
披
露
＝
午
後
２
時
〜

場
所　

相
良
中
学
校
体
育
館
・
グ
ラ

　

ウ
ン
ド

　

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

用心
の火

　

牧
之
原
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

女
性
消
防
隊
は
、
火
災
現
場
へ
向
か

う
男
性
消
防
団
員
と
は
違
い
、
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
地
域
に
貢
献
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

﹇
具
体
的
な
活
動
例
﹈

●
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
得
し
、

　

地
域
で
応
急
救
護
普
及
活
動
を
実
施

●
幼
稚
園
、
保
育
園
を
ま
わ
り
、
子
ど

　

も
た
ち
へ
花
火
の
安
全
な
遊
び
方
を

　

教
え
る
花
火
教
室
を
実
施

●
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
へ

　

の
参
加

●
辞
令
交
付
式
や
出
初
め
式
な
ど
消
防

　

団
式
典
へ
の
参
加

●
そ
の
他
、
夜
警
巡
視
な
ど
啓
発
活
動

　

や
広
報
活
動
を
実
施

　

平
成
29
年
３
月
12
日
の
法
律
改
正
に

よ
り
、
普
通
免
許
で
運
転
可
能
な
車
両

総
重
量
が
３
・５
ト
ン
に
変
更
さ
れ
、
法

改
正
後
に
取
得
し
た
普
通
免
許
で
は
、

市
消
防
団
で
所
有
す
る
３
・
５
ト
ン
以

上
の
消
防
車
両
を
運
転
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
消
防
団
員
を
対
象

と
し
て
、
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
用
の
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
静
岡
県
消
防
協
会
の
補

助
制
度
も
併
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

お お い し ほまる

メ

第５分団新入団員から

ッ セ ー ジ
ま す だ りゅう や

第11分団から

　

牧
之
原
市
消
防
団
は
、
現
在
４
９
２

人
で
活
動
し
て
お
り
、
市
民
の
安
全
安

心
の
た
め
、
地
域
防
災
の
中
核
を
担
っ

て
い
ま
す
。

﹇
消
防
団
Ｑ
＆
Ａ
﹈

Ｑ　
消
防
団
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

Ａ

消
火
活
動
、
風
水
害
警
備
、
花
火

　

大
会
警
備
、
防
災
訓
練
な
ど
の
地
域

　

活
動
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

　

参
加
し
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
に
入
る
た
め
に
は
？

Ａ

牧
之
原
市
内
に
居
住
、
勤
務
、
在

　

学
す
る
人
で
、
年
齢
が
18
歳
以
上
な

　

ら
、
誰
で
も
消
防
団
に
入
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

Ｑ　

仕
事
で
忙
し
い
場
合
は
？

　

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
の　

　

取
得
費
用
を
補
助
し
ま
す

牧
之
原
市
消
防
団
新
入
団
員
募
集
！

訓練を重ねた操法を披露（前年の様子）

花火教室

消防車両で地区内を巡視

静岡県消防操法大会

Ａ　

も
ち
ろ
ん
仕
事
や
学
業
を
優
先
し

　

て
く
だ
さ
い
。
団
員
は
、
仕
事
や
家

　

庭
と
両
立
し
、
空
い
た
時
間
で
活
動

　

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
？

Ａ　

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地

　

方
公
務
員
で
す
。
活
動
に
必
要
な
資

　

機
材
は
無
償
で
貸
与
さ
れ
、
活
動
年

　

数
に
応
じ
た
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ

　

れ
ま
す
。
公
務
災
害
補
償
な
ど
福
利

　

厚
生
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
に
入
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ　

地
域
や
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
で

　

き
ま
す
。
学
生
時
代
の
同
級
生
や
先

　

輩
・
後
輩
と
再
会
し
た
り
、
消
防
団

　

を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
が
で
き
た
り

　

し
ま
す
。

自己負担額６万円

（例）
免許取得費用
16万円

準中型自動車運転免許
取得事業費補助制度

牧之原市から
10万円の補助

＊併せて静岡県消防協会の
　補助も利用できます。

準中型自動車運転免許
親子ふれあい放水体験

出初め式式典
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認
知
症
を
身
近
な
も
の
に
。

  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
・

  

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

　

市
で
は
、
認
知
症
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
で
き
る
範

囲
の
手
助
け
を
す
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
、
認
知
症
に
関

す
る
知
識
を
普
及
す
る
活
動
を
行

う
「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
」

を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

は
、
市
内
小
中
学
校
、
警
察
、
企

業
、
地
域
な
ど
に
出
向
い
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
、
専

用
の
教
材
を
使
い
、
寸
劇
や
紙
芝

居
、
体
操
な
ど
で
認
知
症
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

認知症とともに生きる

本年６月、国は認知症対策の強化のための大綱をまとめました。
この大綱は、認知症の発症や進行を遅らせる「予防」と、認知症の
人が暮らしやすい社会を目指す「共生」の２本柱となっています。
認知症を「誰もがなりうるもの」であると考え、認知症になった本
人が自分らしく暮らすためにできる取り組みを紹介します。

問い合わせ　長寿介護課　加藤　☎㉓0076

認
知
症
は

　
　

  

誰
も
が
な
り
う
る
も
の

　

認
知
症
に
な
る
人
の
割
合
は
、

75
歳
を
超
え
る
と
10
人
に
１
人

（
１
割
）、
85
歳
を
超
え
る
と
５
人

に
１
人
（
２
割
）
と
、
年
齢
が
上

が
る
ほ
ど
増
加
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
さ

ら
に
高
齢
者
の
数
が
増
え
る
と
推

計
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
認
知

症
の
人
の
数
も
増
加
す
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
身
体
面
の
原
因
の
ほ
か
、
社
会

参
加
が
減
る
な
ど
の
行
動
面
の
原

因
に
よ
っ
て
も
発
症
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
体
が
元
気

な
う
ち
に
、
家
族
や
ご
近
所
、
友

人
、
地
域
の
人
な
ど
と
付
き
合
い

を
多
く
す
る
な
ど
、
自
分
で
で
き

る
対
策
を
し
て
お
く
こ
と
が
、
認

知
症
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
予
防
」
と
「
共
生
」

　

国
が
本
年
６
月
に
ま
と
め
た

「
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
」
で
は
、

認
知
症
の
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ

る
「
予
防
」
と
、
認
知
症
の
人

が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
す

「
共
生
」
を
車
の
両
輪
と
し
た
取

り
組
み
の
実
施
を
基
本
的
な
考
え

方
と
し
、
次
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ

ト
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
身

　

近
な
も
の
で
あ
る
。

○
周
囲
や
地
域
の
協
力
の
も
と
、

11月23日に市総合健康福祉センターさざんかで開催された「令和元年度第 1回まき
のはら健康大学」では、認知症の理解を深めることを目的に、映画「ぼけますから、
よろしくお願いします」を上映し、市内外から263人が観覧に訪れました。
この映画は、娘の視点から認知症の患者を抱えた家族の内側を描いたドキュメンタ
リーで、本年度の「文化庁映画賞　文化記録映画部門」で大賞を受賞したものです。
認知症の本人の気持ち、介護をする家族の気持ちをありのままに伝えたこの作品に、
多くの人が涙を流していました。

上映時間の合間には、認知症医療疾患センター「やきつべの径
みち

」（焼津市）の認知症専門医である夏
なつ

苅
かり

直
なお

己
き

先生と
看護師が、機械や問診により５分でできる認知症簡単チェックを実施し、多くの人がチェックを体験しました。

［感　想］
○漠然と認知症のことは知っていたと思いましたが衝撃的でした。身近
　に認知症の人がいますので、大変さがわかりました。
○とても身にせまる感じで見ました。
○私たちも高齢者世帯なので、身につまされました。
○老いていく夫婦の互いの思いやりに、笑いながら見て、涙して見る自
　分。家族っていいな、夫婦って大事、やっぱり仲良く暮らすことは大
　切、と感動しました。
○涙が出ました。明日は我が身かと思う映画でした。

映画「ぼけますから、よろしくお願いします。」を上映

認知症の人と家族へ　
違和感があるあなたへ
そしてご家族へ

認知症介護研究・研修

仙台センターでは、認

知症への違和感を覚え

る本人や家族など、一般市民向けの冊

子「もしも」を作成しています。

この冊子には、あなたの違和感に対処

するための情報が書いてあります。そ

してどこの誰に、どのように話せばよ

いか、その一例が書いてあります。

［本がある場所］
●地域包括支援センターさがら・オリーブ

●長寿介護課（さざんか内）

＊インターネットでも

　見ることができます。

　
へへ

会場の様子

もしも　冊子 検索
認知症介護情報
ネットワーク
ホームページ

人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
誘
い
・
同

行
）、
専
門
職
へ
の
橋
渡
し
、
必

要
な
窓
口
の
紹
介
な
ど
を
実
施
す

る
チ
ー
ム
で
す
。

　

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
現
在
12
人

お
り
、
こ
の
活
動
が
メ
ン
バ
ー
の

認
知
症
予
防
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
が
支
え
手
に
な
る
。

  

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
は
、
初

め
て
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、
今
後

の
生
活
の
見
通
し
な
ど
に
大
き
な

不
安
を
抱
え
て
い
る
認
知
症
の
人

な
ど
に
対
し
、
認
知
症
の
当
事
者

が
自
身
の
経
験
を
話
し
た
り
、
相

談
に
乗
っ
た
り
す
る
活
動
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
認
知
症
の
人
の

精
神
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
認
知
症
当
事
者
が
、
地
域

認知症は、さまざまな原因により脳
の神経細胞が壊れてしまったり、働
きが悪くなったりして起こる脳の病
気です。

性格や環境、心の状態によって
出る症状（行動心理症状）

行動心理症状は、周りの人の対応に
よって状態が変わります。

□元気がなくなる
□「ものを取られた」と思いこむ
□道に迷って家に帰れない

脳の神経細胞が壊れてしまうこ
とで直接出る症状（中核症状）

中核症状は、一度出てしまうと治す
ことができません。

□物事を覚えられない
□時間や日にち、場所、人を忘れて
　しまう
□考えるスピードが遅い
□新しい機械が使えなくなる
□計画を立てられない、計画通りに
　できない

　

認
知
症
に
な
っ
た
本
人
が
自
分

　

ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

　

で
き
る
社
会
を
目
指
す
。

○
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
社
会
参

　

加
、
役
割
を
持
つ
こ
と
な
ど
が

　

認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
可

　

能
性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

　
「
備
え
」
と
し
て
取
り
組
み
を

　

推
進
す
る
。

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る

　

本
市
に
お
い
て
も
、
認
知
症
の

人
や
家
族
の
視
点
を
重
視
し
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
は
、
誰
に
で
も
あ

り
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
取
り

組
み
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

認知症になると起こること

  

元
気
な
人
が
支
え
手
に
な
る
。

  

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
活
動

　
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
は
、
認

知
症
の
診
断
を
受
け
た
人
に
対
し
、

困
り
ご
と
の
手
伝
い
（
見
守
り
、

外
出
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問

な
ど
）
や
孤
立
し
な
い
た
め
の
関

係
づ
く
り
（
認
知
症
カ
フ
ェ
、
本

を
支
え
る
一
員
と
し
て
社
会
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

  

認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
人
に
よ
る

  

本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
「
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、

認
知
症
の
本
人
同
士
が
自
ら
の
体

験
や
希
望
、
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
話
し
合
い
、
自
分
た
ち

の
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
た
め
に
話
し
合
う

場
で
す
。

　

本
年
度
は
、
令
和
2
年
１
月
中

に
開
催
予
定
で
す
。「
認
知
症
に

役
立
つ
情
報
が
欲
し
い
」「
仲
間

と
出
会
い
た
い
」「
本
音
で
話
し

合
い
た
い
」「
自
分
た
ち
の
声
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
し
た
い
」

と
い
う
人
は
、
長
寿
介
護
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寸劇を通して認知症に
ついて学ぶ
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Makinohara City Information市政情報—

交
流
２
０
２
０
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業

中
国
安あ

ん

康こ
う

市
と
「
友
好
都
市
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

問
い
合
わ
せ　

情
報
交
流
課　

粂
田　

☎
（
23
）
０
０
４
０

議
会
11
月
８
日
会
期

令
和
元
年
11
月
市
議
会
臨
時
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

源
間　

☎
（
23
）
０
０
５
０

正
副
議
長
の
選
出
に
つ
い
て

　

選
挙
の
結
果
、
議
長
に
中な

か

野の

康や
す

子こ

議

員
、
副
議
長
に
大お

お

井い

俊と
し

彦ひ
こ

議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
令
和
元
年
度
牧
之
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））

　

令
和
元
年
10
月
25
日
付
け
で
専
決
処

分
し
た
補
正
予
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
元
年
度
第
４
回
目

の
補
正
で
、
１
億
４
４
８
９
万
３
千

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を

２
０
７
億
６
８
２
６
万
７
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
台
風
19
号

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
、
農
地
農
業
用

施
設
や
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事

業
の
実
施
に
係
る
測
量
お
よ
び
設
計
な

ど
を
行
う
た
め
の
委
託
料
、
崩
土
除
去

や
稲
わ
ら
の
回
収
処
分
な
ど
に
係
る
経

費
の
計
上
を
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

市
議
会
議
員
の
う
ち
か
ら
、
監
査
委

員
に
太お

お

田た

佳よ
し

晴は
る

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

議長
中野 康子 議員

副議長
大井 俊彦 議員

監査委員
太田 佳晴 議員

　

本
市
と
中
国
陝せ

ん

西せ
い

省し
ょ
う

安
康
市
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
お
茶
を
通
し
た
友
好
交

流
を
続
け
て
お
り
、平
成
29
年
に
は
「
友

好
都
市
関
係
の
発
展
に
関
す
る
覚
書
」

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

11
月
20
日
に
、
安
康
市
の
趙チ

ョ
ウ

俊シ
ュ
ン

民ミ
ン

市

長
を
代
表
と
し
た
政
府
関
係
者
な
ど
18

人
が
本
市
を
訪
れ
、
市
内
の
茶
関
連
事

業
所
な
ど
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
友

好
関
係
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
す
る

た
め
、「
友
好
都
市
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
に
当
た
り
杉
本
市
長
は
「
お
茶

を
通
じ
た
交
流
か
ら
始
ま
っ
た
ご
縁
を覚書に署名した趙俊民安康市長（左）と杉本市長（右）

大
切
に
、
交
流
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
趙
市
長
は
「
安
康

市
と
牧
之
原
市
は
共
通
点
が
多
い
。
仲

の
良
い
友
人
と
し
て
、
お
茶
は
も
ち
ろ

ん
、
企
業
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
交

流
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
今
後
の

交
流
の
発
展
を
期
待
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
は
２
０
２
０
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技

で
中
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
調
印
式
後
に
行
わ
れ
た
歓

迎
交
流
会
で
は
、「
細
江
セ
ミ
ナ
ー
」
の

皆
さ
ん
が
「
東
京
五
輪
音
頭
」
を
披
露

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

東京五輪音頭を披露する細江セミナーの皆さん

牧之原市役所　

▲

榛原庁舎☎㉓0001

▲

相良庁舎☎532600　ホームページ　http://www.city.makinohara.shizuoka.jp

総合福祉センターさざんか☎㉓0071　　榛原文化センター☎㉓0002　　相良総合センターい～ら☎525544

税
金

固
定
資
産
税
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
お
け
る
市
内
の
固
定
資
産
（
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
）
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
る
地
方
税
で
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
年
の
途
中
の
売
買

や
相
続
な
ど
に
よ
り
所
有
権
が
移
転
し

た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
分
は
１
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
税
は
、
市
税
全
体
の
約
半
分
を

占
め
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
公
共

事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
重
要
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
人

は
、
原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所
有
者

で
す
。

税
額
の
算
出
方
法

　

固
定
資
産
税
額
は｢

課
税
標
準
額
×

税
率｣

に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

税
率
と
課
税
標
準
額

　

本
市
の
固
定
資
産
税
率
は
１
・
４
％

で
す
。

　

課
税
標
準
額
は
、
原
則
と
し
て
固
定

資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
と
同
じ
と
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
宅
用
地
の
よ
う
に
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
や
、
宅
地
の

税
負
担
の
調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場

合
は
、
適
用
後
の
算
定
額
と
な
り
ま
す
。

評
価
の
方
法

　

総
務
大
臣
が
定
め
た
基
準
に
基
づ
い

て
次
の
よ
う
に
評
価
を
行
い
ま
す
。

﹇
土
地
﹈

　

地
価
公
示
価
格
や
不
動
産
鑑
定
評
価

価
格
を
基
に
、
宅
地
や
農
地
、
山
林
、

原
野
、
雑
種
地
な
ど
地
目
別
に
定
め
ら

れ
た
評
価
方
法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

﹇
家
屋
﹈

　

完
成
し
た
家
屋
の
構
造
材
や
外
装
、

内
装
な
ど
に
評
点
を
付
け
る
家
屋
調
査

に
基
づ
い
て
算
定
し
た
価
格
に
、
経
過

年
数
な
ど
の
補
正
率
を
乗
じ
て
算
出
し

ま
す
。

﹇
償
却
資
産
﹈

　

資
産
の
取
得
時
期
や
取
得
価
格
、
耐

用
年
数
に
基
づ
き
、
経
過
年
数
に
応
じ

た
減
価
を
考
慮
し
て
算
出
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

山
口　

☎
（
23
）
０
０
３
５

定
住
住
宅
の
取
得
や
、
結
婚
に
伴
う
引
っ
越
し
を
検
討
し
て
い
る
人
は
相
談
を
！

移
住
定
住
・
結
婚
新
生
活
支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

情
報
交
流
課　

森　

☎
（
23
）
０
０
４
０

市では、市内への移住定住の促進と新婚世帯の新生活を応援するため、各種助成制度を設けてい
ます。ぜひ、ご活用ください。
詳しくは市ホームページで「牧之原市　移住定住」と検索してください。

名称 対象者・条件・助成内容など

子育て家族定住奨励金
夫婦共に40歳未満の人または中学生以下の子どもと同居する人

が、市内に新たに住宅を取得する場合、奨励金を交付します。

基礎額30万円で、各種加算があります。

結婚新生活支援助成金
新婚世帯の住宅の購入や賃貸に係る初期費用や賃料、引っ越し

に係る費用を30万円を上限に助成します。

しあわせ新婚さん家賃助成金
新婚世帯の住宅の賃料を、月額４万５千円を超えた分について、

月額 1万円を上限に24カ月間助成します。

空き家活用リフォーム等補助金
牧之原市空き家・空き地バンク制度を利用して市内へ移住する

人に対し、対象住宅のリフォーム費用を上限30万円、残置物の

処理費用を上限５万円、それぞれ助成します。

移住就業支援金
首都圏に直近５年以上在住・在勤していた人が、静岡県の認可

を受けた市内企業へ就職し市内へ移住すると、単身者60万円、

世帯100万円を助成します。

制度ごとに、利用の条件や申込期限、申込方法などが異なります。詳しくは情報交流課
までお問い合わせください。　　　☎㉓0040　　seisaku@city.makinohara.shizuoka.jp
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Makinohara City Information市政情報—

子
育

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
通
称
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子
育
て
中
の

家
族
が
安
心
し
て
働
い
た
り
、
育
児
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
た
地
域
の
会
員
同
士
が

活
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

以
上
の
人
で
、
育
児
の
援
助
活
動
を

　

す
る
会
員
で
す
。
資
格
や
経
験
は
問

　

い
ま
せ
ん
。

　

会
員
登
録
後
に
「
任
せ
て
会
員
研
修
」

　
（
10
時
間
程
度
）
を
受
講
す
る
た
め
、

　

安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。

★
両
方
会
員

　

お
願
い
・
任
せ
て
会
員
の
両
方
に
登

　

録
す
る
会
員
で
す
。

◆
活
動
内
容

　

▼
保
育
施
設
・
学
校
が
休
み
の
時
や
、

　

急
な
仕
事
・
学
校
行
事
へ
の
参
加
・

　

通
院
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保
護
者
が

　

外
出
し
た
際
の
託
児
▼
児
童
ク
ラ
ブ

　

や
習
い
事
の
送
迎　

な
ど

地
域
で
地
域
の
子
育
て
を
支
え
合
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
（
23
）
０
０
７
１

＜任せて会員研修 (後期 )日程表＞

①１月17日午前　イヤイヤ期の対応／自己肯定感を高める
　　　　　　　　　関わり方
②１月24日午前　調乳・栄養／乳幼児の関わり方と事故予防
③１月31日午前　普通救命講習
④２月10日午前　親・子・託児者がともに良い時間を過ごす
　　　　　　　　　ためには
⑤２月28日午前　絵本の世界／楽しい！ふれあい遊び
⑥３月13日午前　託児者交流会

＊講師の都合などにより内容が変更になる場合があります。
　研修時間などの詳細は、市ファミリー・サポート・センター
　（☎0077）まで問い合わせてください。

研修会場　さざんか（③は吉田消防署を予定）

★
お
願
い
会
員
（
援
助
を
頼
み
た
い
人
）

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、０
歳
（
お

　

お
む
ね
生
後
４
カ
月
）
か
ら
小
学
校

　

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
人
が

　

利
用
で
き
ま
す
。

＊
入
会
金
や
年
会
費
、
保
険
加
入
の
負

　

担
金
な
し
。
利
用
料
は
６
０
０
円
か

　

ら
。
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
給
し

　

て
い
る
人
に
は
助
成
あ
り
。

★
任
せ
て
会
員
（
援
助
を
行
い
た
い
人
）

市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に
住
む
20
歳

活動の流れ（概略図）

お願い
会員

任せて
会員

センター

①
申
し
込
み ④
紹
介

③
回
答

②
活
動
依
頼

⑧
活
動
報
告

⑥援助活動

⑦利用料金支払い

⑤事前打ち合わせ

式
展

平成30年６月13日に成立した民法の一部を改正する法律により、令和４年４月１日から、成年年
齢が20歳から18歳に引き下げられます。
本市では、毎年開催している「成人式」を、民法改正後の令和４年度以降もこれまで通り、20歳の
人を対象に「はたちの集い」として式典を執り行いますので、事前にお知らせします。 成

人
年
齢
の
18
歳
へ
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
成
人
式
の
名
称
を
変
更

令
和
４
年
度
か
ら
「
は
た
ち
の
集
い
」
に
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

西
川　

☎
（
53
）
２
６
４
６

平
成
30
年
度
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

令和３年度（令和４年１月９日

に開催予定）まで

対象者

実施日

名　称

当該年度に20歳になる人

当該年度の１月の第２日曜日

成人式

変更なし

変更なし

はたちの集い

令和４年度（令和５年１月８日

に開催予定）から

商
工
公
的
な
融
資
制
度
を
利
用
し
た
設
備
投
資
が
対
象

市
が
中
小
企
業
者
の
借
り
入
れ
利
子
を
補
給
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

商
工
企
業
課　

山
崎　

☎
（
53
）
２
６
４
７

　

市
で
は
、
市
や
県
、
政
府
系
金
融
機

関
な
ど
の
公
的
な
融
資
制
度
を
利
用
し

て
事
業
用
の
「
設
備
」
を
購
入
し
た
中

小
企
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
金
に
係
る

利
子
相
当
額
を
対
象
と
し
て
「
利
子
補

給
金
」
を
交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

平
成
31
年
お
よ
び
令
和
元
年
中
に
対

象
と
な
る
資
金
を
借
り
入
れ
、
新
た
に

「
設
備
」
を
導
入
し
、
令
和
元
年
12
月
末

日
ま
で
に
返
済
を
開
始
し
た
人
を
対
象

に
、
次
の
通
り
「
利
子
補
給
金
」
の
交

付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

　

令
和
２
年
１
月
６
日

〜
17
日


　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
（
土
日

　

祝
日
を
除
く
）

会
場

　

商
工
企
業
課
（
相
良
庁
舎
２
階
）

対
象
者

　

市
内
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
て
、

　

市
税
に
未
納
が
な
い
中
小
企
業
者

対
象
資
金

　

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
融
資
制
度

　

に
よ
り
借
り
受
け
た
設
備
資
金

　

①
政
府
関
係
融
資
制
度

　

②
静
岡
県
融
資
制
度

　

③
牧
之
原
市
小
口
資
金
融
資
制
度

　

④
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
制
度

交
付
額

　

借
入
金
額
の
１
％
以
内
（
限
度
額

10
万
円
）

交
付
期
間

　

借
入
日
か
ら
３
年
以
内

必
要
書
類

　

①
交
付
申
請
書

　

②
請
求
書

　

③
融
資
制
度
の
名
称
が
確
認
で
き
る

　
　

も
の
（
信
用
保
証
書
な
ど
）

　

④
設
備
投
資
の
内
容
と
支
払
い
が
確

　
　

認
で
き
る
も
の
（
契
約
書
や
請
求

　
　

書
、
領
収
書
、
支
払
い
預
金
通
帳

　
　

な
ど
）

　

⑤
返
済
計
画
が
確
認
で
き
る
も
の　

　
　
（
返
済
予
定
表
、
返
済
額
明
細
書
な
ど
）

　

⑥
平
成
31
年
お
よ
び
令
和
元
年
中
の

　
　

月
々
の
利
子
の
支
払
い
が
確
認
で

　
　

き
る
も
の
（
利
息
引
落
し
預
金
通

　
　

帳
、
返
済
証
明
書
な
ど
）

　

＊
交
付
申
請
書
と
請
求
書
は
、
市
の

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
　

ド
で
き
る
ほ
か
、
商
工
企
業
課
の

　
　

窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

　

必
要
書
類
を
用
意
し
、
受
付
会
場
に

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
来
庁
前
に
事
前
に
連
絡
し
て
い
た
だ

　

け
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
付
け
が

　

で
き
ま
す
。

相
談

　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎
日
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

慌
て
な
い
で
！
災
害
後
の
住
宅
や

自
動
車
、
通
信
関
係
の
修
理

●
台
風
な
ど
に
よ
る
住
宅
の
雨
漏
り
や

　

破
損
の
修
理
を
行
う
場
合
は
、
複
数

　

の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
ま

　

し
ょ
う
。
ま
た
、
一
人
で
決
め
ず
に

　

周
囲
に
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
火
災
保
険
で
住
宅
を
修
理
で
き
る

　

か
ら
調
査
を
す
る
」
と
い
う
話
に
は

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
火
災
保
険
の

　

対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
必
ず
自

　

分
で
契
約
し
て
い
る
保
険
会
社
に
確

　

認
し
ま
し
ょ
う
。

●
倒
木
で
車
が
凹
ん
だ
場
合
や
水
害
に

　

遭
っ
た
場
合
、
保
険
の
内
容
次
第
で

　

保
険
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

契
約
し
て
い
る
保
険
会
社
に
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

●
風
や
雨
の
影
響
で
テ
レ
ビ
が
全
く
映

　

ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
近
く
の
電

　

気
店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
停
電
し
た
場
合
は
、
大
手
電
力
供
給

　

会
社
（
中
部
電
力
）
に
連
絡
し
ま
し
ょ

　

う
。

若
者
を
狙
う

　
　
　
　

も
う
け
話
に
ご
注
意
！

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
「
も

　

う
か
る
話
が
あ
る
」
な
ど
と
呼
び
出

　

さ
れ
て
投
資
に
誘
わ
れ
て
も
、
断
り

　

ま
し
ょ
う
。

●
「
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
月
収
○
○
万
円

　

稼
げ
る
」
と
い
う
広
告
を
う
の
み
に

　

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ス
マ

　

ホ
で
大
金
を
稼
げ
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ

　

ス
や
副
業
の
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

●
友
人
や
先
輩
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
サ
ー
ク
ル

　

で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
、
マ
ル
チ
取

　

引
や
も
う
け
話
の
勧
誘
を
受
け
た
場

　

合
は
、
勇
気
を
出
し
て
断
り
ま
し
ょ

　

う
。
友
人
を
勧
誘
す
る
側
に
な
る
と
、

　

人
間
関
係
を
壊
し
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

　

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
海
外
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
、

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
を
主
張
で

　

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
消

　

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

　

う
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
１
８
８
）

も
し
く
は
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

（
23
）０
０
８
８
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
員
が
解
決
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

岡
村　

☎
（
23
）
０
０
８
８

牧之原市役所　

▲

榛原庁舎☎㉓0001

▲

相良庁舎☎532600　ホームページ　http://www.city.makinohara.shizuoka.jp

総合福祉センターさざんか☎㉓0071　　榛原文化センター☎㉓0002　　相良総合センターい～ら☎525544
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時代を先取りした稀代の政治家

前
者
の
メ
ン
バ
ー
は
、
青あ

お

島し
ま

俊し
ゅ
ん

蔵ぞ
う

、
山や

ま

口ぐ
ち

鉄て
つ

五ご

郎ろ
う

、
最も

上が
み

徳と
く

内な
い

な

ど
。
後
者
の
メ
ン
バ
ー
は
、
菴い

原は
ら

弥や

六ろ
く

、
引い

な

佐さ

新し
ん

兵べ

衛え

、
鈴す

ず

木き

清せ
い

七し
ち

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
史
上
初
と
な
る
本

格
的
な
蝦
夷
地
調
査
で
し
た
。

　

ま
た
、
天
明
６
（
１
７
８
６
）

年
に
は
、
調
査
隊
の
報
告
を
受
け

て
、
新
た
に
新
田
開
発
が
計
画
に

組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
年
８
月
、
意
次

が
失
脚
に
よ
っ
て
老
中
を
辞
職
し

た
た
め
、
計
画
は
中
止
さ
れ
、
調

査
隊
も
解
散
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

蝦
夷
地
開
発
は
幻
の
も
の
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
計
画
が
端
緒
と

な
り
、
蝦
夷
地
の
持
つ
将
来
性
が

広
く
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
、
歴
史

的
な
転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
調
査
で
得
ら
れ
た
自
然
や
地
理
、

風
俗
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
に
関
す
る

報
告
は
、
貴
重
な
情
報
と
し
て
、

そ
の
後
の
蝦
夷
地
調
査
の
基
礎
と

な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
蝦
夷

地
開
発
は
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が

ら
幕
府
の
方
針
と
し
て
生
き
残
り
、

や
が
て
明
治
政
府
へ
と
受
け
継
が

れ
ま
し
た
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
意
次
が
い
な

け
れ
ば
、
現
在
の
北
海
道
は
存
在

し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆意次ドットコム
http://www.okitsugu.com/

蝦え

夷ぞ

地ち

、
す
な
わ
ち
北
海
道
の

開
発
事
業
は
、
印い

ん

旛ば

沼ぬ
ま

干
拓
事
業

と
と
も
に
田
沼
時
代
を
代
表
す
る

大
規
模
事
業
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
政
策
の
き
っ
か
け
は
、
意

次
が
、
仙
台
藩
の
医
師
で
蘭
学
者

の
工く

藤ど
う

平へ
い

助す
け

が
著
し
た
ロ
シ
ア
お

よ
び
蝦
夷
地
の
研
究
書
『
赤あ

か

蝦え

夷ぞ

風ふ
う

説せ
つ

考こ
う

』
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と

で
し
た
。
一
説
に
は
、
永
く
後
世

の
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
や
り

た
か
っ
た
意
次
が
、
工
藤
平
助
の

献
策
を
採
用
し
た
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

天
明
４
（
１
７
８
４
）
年
５
月
、

意
次
の
命
を
受
け
た
勘
定
奉
行
・

松ま
つ

本も
と

秀ひ
で

持も
ち

は
、『
赤
蝦
夷
風
説
考
』

を
参
考
に
蝦
夷
地
開
発
の
方
針
を

ま
と
め
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
鉱

山
開
発
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
金

銀
銅
で
ロ
シ
ア
と
交
易
し
、
利
益

を
得
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
翌
５
年
、
事
業
の
実

現
性
を
検
討
す
る
た
め
、
調
査
隊

を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

同
年
４
月
29
日
に
松
前
を
出
発

し
た
調
査
隊
は
、
東
蝦
夷
地
か
ら

ク
ナ
シ
リ
島
に
行
く
隊
と
、
西
蝦

夷
地
か
ら
カ
ラ
フ
ト
に
行
く
隊
に

分
か
れ
て
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

田
沼
の
改
革
②

　

―
蝦
夷
地
の
開
発
と
調
査
―
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任
期
は
令
和
元
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で

「
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
員
」
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

佐
藤　

☎
（
23
）
０
０
７
０

福
祉

このたび、民生委員・児童委員の改選が全国一斉に行われました。
本市では、継続の人を含め、地区担当委員93人と主任児童委員６人の計99人が、厚生労働大臣か
ら委嘱を受けました。任期は３年間です。
民生委員は、児童委員を兼ねています。地域の身近な相談相手として、地域を見守り、介護や障
がい、子育てなど福祉に関する相談に応じることで、支援を必要とする人と行政・関係機関との「つ
なぎ役」を担っています。その中には、子どもに関する支援を専門とする主任児童委員がいます。
民生委員・児童委員も地域の一員として活躍をしています。住民同士がお互いに支え合う地域づ
くりを目指しましょう。
民生委員・児童委員には、守秘義務があります。相談内容や個人の秘密が漏れることはありません。
安心して相談してください。

区名 担当地区 氏名

相　良
相良東 本多道子
相良西 牧野英惠

福　岡 福岡 北川治子

波　津

波津西・南丁 古川良朗
西丁・汐見台 松下全代
西仲丁・仲丁 八木勇
下波津・上波津・百花 増田寿賀子
波津一丁目・波津二丁目 稲本章二
銀座・本通り・元城・栄丁南北 沖保
大原第１ 川口あさ子
大原第２ 水野早苗

須々木
須々木東・１組～11組 名波広之
須々木西・12組～20組 増田雅巳
鬼女新田・須々木原・大沢原 西川宣男

大　沢
大原・大原東・源入 増田浩克
園沢・上奥谷・下奥谷の一部 長谷川育男
下奥谷の一部・井原 野ケ本幾代

大　江

平田 西藤ﾈ去ﾈﾈ 司
太田浜 矢部清文
海老江 富田伊津子
東中・小牧 良知陸江

片　浜
坂井・法京 森田護
大磯・久保柄・堀切・原 大鐘愛子

菅　山

堀之内・西中・菅ヶ谷団地 赤堀和子
下谷川・上谷川・高和・宮代・大向 小俣溶子
時ヶ谷・大知・新田・菅ヶ谷原 紅林辰男
松本・西山寺 紅林良文

中　里
蛭ヶ谷・中西 八木芳男
黒子・和田 鈴木正行

白　井
濁沢・男神・百所 長野仲枝
石原田・宮本・西側・土沢 中田かおる

神　寄
女神 森田節子
大寄 鈴木眞弓

西萩間 西萩間 絹村りつ子
東萩間 東萩間 水野あや子

牧之原
第１水呑・第２大曲 藤野麻美子
第３八十原・第４仁王辻 福田均
第５峠原・第６西原 道下充

地頭方
地頭方北１～13 矢野克二
地頭方南14～25 本目美知子
地頭方西26～39-4 丸山節生

落　居 落居 若林恵美子

豊　岡
堀野新田 鈴木千鶴子
笠名 水野晴夫

新　庄
新庄北 松下一二三
新庄南 清水とし子

遠　渡
遠渡上 楠田義美
遠渡下 平塚登

区名 担当地区 氏名

静　波

一丁目 大石均
二丁目 伊藤広子
三丁目 川村玲子
四丁目 大石孝子
東五丁目 小池進
西五丁目 笠原勤
六丁目 羽田幸代
仲町 浜崎一義
十丁目 中村日出恵
十一丁目 横田喜久男
十二丁目 鈴木美津子

細　江

東慶林 大石正夫
県営住宅・青池１班～４班 西谷直美
青池４-１班～９班 池田三郎
寄子 田村京子
西福田 中村美千子
東福田 良知和弘
根松 大石貴美子
堀の内 伊藤睦子
時ヶ谷 山田正夫
道上 田中和子
後原 藤田光代
谷の口 八木美惠子

川　崎

橋向 小村絹子
藤沢 中山里美
橋柄・新戸・追廻 山本君代
仁田・庄内 野村眞理子
鹿島 田中勝江
道場・日機装 冨永進

勝間田

中 大石尚美
勝間下・上 櫻井厚志
切山下・中 中島京子
勝田上・下 飯塚みち江
三栗 飯塚明雄
朝生 加藤学

牧之原

牧之原北 山田意津雄
牧之原南 後藤晴代
布引原 伊藤潤一
牧之原中央 坂口孝夫

坂　部

坂部第一 福代清
坂部第二 渡邉文江
坂部第三 杉本正
坂部第四 横山一成
坂部第五 関益美
坂部第六 板倉憲子

民生委員・児童委員［地区担当委員］（敬称略）

担当地区 氏名
相良地区 大石泰子
萩間地区 横山春乃
地頭方地区 海野龍子

担当地区 氏名
静波区・川崎区・牧之原区 大石良子
細江区 山本朋代
勝間田区・坂部区 伊故海みどり

民生委員・児童委員［主任児童委員］（敬称略）



杉本市長に受賞を報告した赤堀さん（右）

■法務大臣表彰を受賞

　人権擁護委員としての永年に渡る活動が認めら
れ、法務大臣から表彰を受けた赤

あ か

堀
ほ り

康
や す

彦
ひ こ

さん（細
江区）が10月31日、杉本市長を表敬訪問しました。
　赤堀さんは、平成21年から人権擁護委員を務め
ています。その間、人権相談への対応や問題解決
に向けた活動、人権侵害被害者の救済、学校や地
域における人権啓発活動など、地域に密着した活
動に積極的に取り組み、人権の擁護と人権思想の
普及に多大な貢献をしたことから、法務大臣から
表彰されました。

人権思想の普及に多大な貢献

■富士山静岡空港に関する研究の成果を関係者に発表

　小学３年から６年までの４年間、夏休みに富士
山静岡空港について課題研究を行った松

ま つ

本
も と

早
さ

矢
や

さ
ん（坂部小６年）が11月19日、富士山静岡空港を
訪れ、西

に し

村
む ら

等
ひとし

社長ら関係者に研究内容を発表し
ました。発表を聞いた西村社長は「私たちと同じ
考えのところもあるし、勉強になるところもあっ
て素晴らしい。目指すところは同じなので、ぜひ
この研究内容を社内で共有したい」と感想を述べ
ました。松本さんは「中学校でも研究を続けたい」
と目を輝かせていました。

４年間の研究の積み重ねを披露

西村社長（左）に研究内容の説明をする松本さん（右）

タブレット端末でドローンを操作する児童

■プログラミング体験教室

　細江小学校は11月、㈱マキノハラボから講師を
招いてプログラミング体験教室を開催し、５年生
がクラスごとに３日に分かれて参加しました。
　児童は、教室でプログラミングの基礎知識や機
器の操作方法を学んだ後、体育館に移動し、「ド
ローンを三角形に飛行させて着陸させる」などの
課題に挑戦。指示通りにドローンを飛行させるよ
う、飛行する距離や角度などを班ごとに試行錯誤
しながら、タブレット端末にプログラムを入力し
てドローンを操作しました。

ドローンでプログラミングを学ぶ

会場いっぱいに展示された市民の力作を鑑賞する来場者

■第14回牧之原市文化祭

　第14回牧之原市文化祭が11月２日～４日の３日
間、静波体育館や榛原文化センター、い～らなど
で開催されました。
　静波体育館では、市文化協会会員をはじめ日ご
ろから創作活動をしている市民や園児、小中学生、
高校生らの絵画や書道、水墨画、俳句、写真など
の力作が多数展示されました。また、榛原文化セ
ンターでは、茶会やお茶の手揉み実演、お茶の試
飲、囲碁大会、おはなし会などが行われ、来場者
は芸術の秋を楽しみました。

市民の力作で芸術の秋を満喫

城跡を生かした地域づくりを

　勝間田城趾543年祭講演会「牧之原の城」
が11月24日、勝間田小学校体育館で開催され、
市内外から約800人が来場しました。
　「城跡を生かした地域づくり」と題した基
調講演では、講師の加

か

藤
と う

理
ま さ

文
ふ み

さん（城郭協会
理事）が、全国各地にある城跡の写真をもと
にこれからの勝間田城趾について講話しまし
た。また、春

しゅん

風
ぷ う

亭
て い

昇
しょう

太
た

師匠（落語家・城郭研
究家）と萩

は ぎ

原
わ ら

さちこさん（城郭ライター）を
交えたトークショーも開催。40年ぶりに勝間
田城趾を訪れたという春風亭昇太師匠は「５
重の堀切がとても良い」と感想を話すなど、
専門家の目線から勝間田城の魅力や今後の課
題について語りました。

■勝間田城
じょう

趾
し

543年祭講演会「牧之原の城」

勝間田城趾の魅力を専門家目線で語る春風亭昇太師匠（右から２人目）

海上安全と無病息災を祈って
■鹿島神社の御船神事

　市指定無形民俗文化財「鹿島神社の御船神事」
（川崎区）が、11月３日に行われました。
　この御船神事は、江戸時代後期から続く鹿島神
社の例祭で、海上安全と無病息災を祈る神事です。
また、子どもを菱

ひ

垣
が き

廻
か い

船
せ ん

の模型に乗せると、けが
や病気をしないとも伝えられています。
　神事では、菱垣廻船の模型（全長約２メートル）
を鹿島の船若衆が担ぎ、「よいこらせ」「よいこら
せ」と掛け声に合わせ、威勢良く荒波を超えて航
海をする様子を表現しました。

荒波を超えて航海をする様子を表現する船若衆

自身の子育て経験について講話する橘こころ氏

■家庭と地域で子どもを育てる市民のつどい

　11月23日、相良総合センターい～らで「家庭と地
域で子どもを育てる市民のつどい」が行われました。
　これは、「静岡県子供・若者育成支援強調月間」
である11月に、県内の青年健全育成関係者が一同
に会した県大会で、青少年団体などの顕彰表彰式
や市内中学生の「わたしの主張2019」優秀作品
の表彰・発表などが行われました。
　基調講演では、講師の「ビリギャルの母」橘

たちばな

こころさんが、実体験やビリギャル家族の真実を
題材に子育てについて講話しました。

子ども・若者育成支援の発展を図る
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Health Information健康ひろば

＊榛原総合病院の救急外来につ

　いては、直接問い合わせくだ

　さい。 ☎1131

１月の休日当番医
診療時間　午前９時～午後５時

＊都合により、休日当番医が変
　更となる場合があります。榛
　原医師会のホームページから
　も情報の確認ができます。
（http://www.haibara-med.or.jp/）

寒さの厳しい季節になりましたね。
手洗い、うがいをしっかりしてインフルエンザに気をつけましょう！

Ｍｅｓｓａｇｅ
お知らせ

１月の子どもの相談・健診・予防接種・講座

＊ 1歳６か月健康診査および３歳児健康診査は、対象年齢に達してから受診してください。

項目 期日 時間 会場 対象 持ち物など 問

母子健康手帳の交付
（妊婦健康相談）

６日、20日

９：00～11：00 妊婦

妊娠届出書、個人番号カード
または通知カード
都合がつかない人は連絡し
てください

健
27日

赤ちゃん相談 15日 ９：00～10：30 生後２カ月～７カ月未満 母子健康手帳、アンケート 健

７か月児健康相談 ９日 ９：00～９：30 令和元年５月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

１歳児健康相談 28日 ９：00～９：30 平成30年12月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

１歳６か月児健診（満年齢） 10日 13：00～13：30 平成30年５月、６月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

２歳児歯科健診 21日 13：00～13：30 平成29年12月、平成30年１月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

２歳６か月児歯科健診 14日 13：00～13：30 平成29年６月、７月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

３歳児健診（満年齢） 16日 13：00～13：30 平成28年11月、12月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

３歳６か月児歯科相談 17日 ８：30～10：00 平成28年６月、７月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

４歳児歯科相談 17日 ８：30～10：00 平成27年12月、平成28年１月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

予防接種説明会 ８日 10:00集合
令和元年11月生まれの子の
保護者

母子健康手帳
出生時の配布資料

健

ＢＣＧ予防接種
９日

13：00～13：30 令和元年７月生まれ
母子健康手帳
予診票、体温計

健
24日

離乳食教室（要予約） 23日 ９:50集合 ４～６カ月児の保護者 母子健康手帳、アンケート 健

家庭児童相談室
月～金曜日

＊祝日は休み
９：00～16：00 18歳未満の子の保護者など 事前に電話連絡 こ

ブックスタート 20日
13：00～13：30

受付
令和元年９月生まれ

母子健康手帳、バスタオル、
参加費：100円（本代）

子榛

さ

相

５
カ
条
守
っ
て
楽
し
い
お
酒

　

年
末
年
始
は
何
か
と
お
酒
を

飲
む
機
会
が
増
え
ま
す
ね
。

　

本
市
で
は
、
男
女
と
も
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
飲

酒
を
し
て
い
る
人
の
割
合
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
過
度
な
飲
酒

は
、
肝
機
能
の
低
下
以
外
に
も

肥
満
や
高
血
圧
と
い
っ
た
悪
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。

﹇
お
酒
が
排
泄
さ
れ
る
ま
で
﹈

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
口
か
ら
食

道
、
胃
、
小
腸
を
通
る
間
に
、

胃
と
小
腸
か
ら
血
管
の
中
へ
取

り
込
ま
れ
ま
す
。
血
管
を
通
っ

て
肝
臓
へ
入
る
と
、
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
↓
酢
酸
↓
水
・
二
酸

化
炭
素
、
と
い
う
風
に
３
段
階

で
代
謝
さ
れ
ま
す
。

﹇
酔
う
の
は
な
ぜ
か
﹈

　

多
量
の
飲
酒
に
よ
っ
て
代
謝

し
き
れ
な
い
時
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
や
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
代

謝
途
中
の
ま
ま
、
肝
臓
か
ら
心

臓
へ
流
れ
、
そ
の
ま
ま
全
身
を

巡
り
ま
す
。
酢
酸
や
水
・
二
酸

化
炭
素
ま
で
分
解
す
れ
ば
人
体

に
は
無
害
で
す
が
、
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
は
有
害
で
す
。
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
脳
を
め
ぐ
る

こ
と
で
、
千
鳥
足
や
ろ
れ
つ
が

回
ら
な
い
状
態
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
ま
た
、
血
管
を
広
げ
る

作
用
が
あ
る
の
で
、
体
や
顔
が

赤
く
な
り
ま
す
。
こ
の
血
管
を

広
げ
る
働
き
の
た
め
に
、
一
時

的
に
血
圧
は
少
し
下
が
り
ま
す

が
、
脈
拍
は
増
え
ま
す
。

﹇
毎
日
飲
酒
の
影
響
﹈

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
長
い
間
飲

み
続
け
る
と
血
圧
を
上
げ
、
高

血
圧
症
の
原
因
に
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
血

管
を
元
に
戻
そ
う
と
収
縮
す
る

た
め
の
働
き
が
強
ま
っ
た
り
、

脈
拍
を
維
持
し
よ
う
と
交
感
神

経
が
活
発
に
な
っ
た
り
、
血
流

量
を
管
理
す
る
腎
臓
か
ら
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
失

わ
れ
た
り
す
る
た
め
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

﹇
楽
し
い
お
酒
５
カ
条
﹈

●
食
事
を
食
べ
な
が
ら
。

●
日
付
を
ま
た
が
な
い
。

●
週
に
二
日
は
休
肝
日
。

●
お
酒
は
ゆ
っ
く
り

　

楽
し
む
。

●
寝
酒
は
逆
効
果
。

　
　
　
　
　
　
　

健
康
推
進
課

１月の大人の健診・相談

ＮＯ．128 

相

相

相

相

さ

相

相

子相

問い合わせ／健：健康推進課　☎0024　　こ：こどもセンター　☎0083　　子榛：子育て支援センター榛原　☎0174
　　　　　　社：社会福祉協議会　☎3500

会場／さ：健康福祉センターさざんか　　い：相良総合センターい～ら　　相：相良保健センター　　ＢＧ：相良Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　子榛：子育て支援センター榛原（さざんか）　子相：子育て支援センター相良（い～ら）　榛：榛原文化センター

期日 開業医（榛南西部地区） 開業医（榛南東部地区）

12日 中村医院耳鼻咽喉科歯科　　　　　☎0434 田﨑クリニック　　　　　　　　　☎8585

13日　 座光寺医院　　　　　　　　　　　☎3206 かわしりこどもクリニック　　　　☎0555

19日 藤本クリニック　　　　　　　　　☎1200 三輪クリニック　　　　　　　　　☎7300

26日 石井内科皮膚科医院　　　　　　　☎0013 玉井整形外科医院　　　　　　　　☎6667

さ

さ

さ

さ

さ

祝

相

さ

静岡こども救急電話相談
子どもが急な病気で心配なとき、看護師や小児科医が電話で
アドバイスします。
毎日午後６時から翌朝８時まで。（年中無休）▲

＃8000……プッシュ回線の固定電話、携帯電話▲

☎054（247）9910……ダイヤル回線の固定電話、IP電話

志太榛原地域救急医療センター

▼所在地　藤枝市瀬戸新屋362－１（静岡県藤枝総合庁舎横）

▼診療時間（年中無休）　午後７時30分～午後10時　
　＊金・土・日曜日は翌日午前７時まで。

▼診療科目　内科（１月の土曜日は午後10時まで）、小児科

▼持ち物　保険証、各受給者証、服用中の薬　 ▼問い合わせ　☎054（644）0099

項目 期日 時間 会場 問い合わせ・申し込み

総合健康相談（心や健康のこと）
もの忘れ相談

７日、21日
９：00～11：00

相良保健センター
予約制　健康推進課　☎0024

14日、28日 さざんか

体組成測定会
７日

10：00～11：00
相良保健センター

予約制　健康推進課　☎0024
14日 さざんか

こころとねむりの相談会 15日
９：00～10：00
10：00～11：00

さざんか 予約制　健康推進課　☎0024

自死遺族面接相談「すみれ相談」

８日

13：00～16：00

静岡県精神保健福祉センター

静岡県精神保健福祉センター　　☎054（6286）9245
15日

富士健康福祉センター
（富士市）

自死遺族のつどい
（東部わかちあい　すみれの会）

18日 13：30～15：30 ぬまづ健康福祉プラザ 静岡県精神保健福祉センター　　☎054（6286）9245

ＨＩＶ抗体検査
９日 18：00～19：40

中部健康福祉センター
（藤枝市）

予約制
中部健康福祉センター地域医療課　☎054（644）9273

23日 ９：15～11：00

肝炎ウイルス検査
９日 18：00～19：40

中部健康福祉センター
（藤枝市）

予約制
中部健康福祉センター地域医療課　☎054（644）9273

23日 ９：15～11：00

精神保健福祉総合相談

15日 14：30～
島田市健康福祉センター
（はなみずき）

費用無料、予約制
中部健康福祉センター福祉課　☎054（644）9281

22日 13：30～
中部健康福祉センター
（藤枝市）

不妊・不育専門電話相談
毎週、

（祝日休み）
10：00～15：00

県総合健康センター
（三島市）

県不妊・不育専門相談センター　☎055（991）2006

＊１月１日　～３日、５日の当番医については、４ページを確認してください。祝
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集まれ！まきのはらKIDS Kids

読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

牧之原市への思いなどを待っています。

〒421-0495　静波447番地１　情報交流課

Email:seisaku@city.makinohara.shizuoka.jp

人のうごき（牧之原市の人口）

ＰＯＰＵＬＡＴＩＯＮ

忘れないで（税の納付期限など）

ＴＡＸ　etc

トップページ（表紙のお話）

ＴＯＰ　ＰＡＧＥ

待っています（広報紙の感想）

ＲＥＡＤＥＲＳ　ＶＯＩＣＥ

　11月９日から16日まで、田沼意次侯の功

績顕彰・名誉挽回の願いを込めた「田沼再

興の竹灯り」が平田寺（大江区）で開催さ

れました。16日には、意次侯のご位
い

牌
は い

と肖

像画への一般参拝が行われ、商工会女性部

の皆さんが来場者を甘酒でもてなしました。

■人口 45,680人　（前月比－47人）

　（内外国人　2,219人）

　　　　男性　22,702人　女性　22,978人

　　　　出生　 13人　死亡 　50人

　　　　転入　120人　転出　127人

　　　　そのほか　－３人

■世帯数 17,052世帯 （前月比＋10世帯）

令和元年11月30日現在（住民基本台帳人口）

図書館へ行こうよ Library Information

＊「そのほか」とは、転出を取りやめた人

　や、外国人で在留期限が切れたため住民

　票が消除された人などを数えています。

元気なKIDS募集中元気なKIDS募集中元気なKIDS募集中元気なKIDS募集中

４・５・６月号に掲載希望のキッズを受け付けます。

申込時間を守って、電話で申し込んでください。

申込日時　３月２日　午前８時15分～

申込資格　掲載時に市内在住の４歳未満の子ども

申 込 先　情報交流課　☎0040

フェイスブック インスタグラム

子育て世代に
役立つ情報
発信中！

▼▼

１月の納期一覧

市県民税　第４期　１月31日

国民健康保険税　第７期　１月31日

後期高齢者医療保険料　第６期　１月31日

保育料　１月分　１月31日

市営住宅使用料　１月分　１月31日　

市立図書館の新着本
＊今月は、ベルマークと交換した新着本を紹介します。

ルルとララの
おまじないクッキー

あんびるやすこ　作・絵

岩崎書店　刊

しっぽのつり

いもとようこ　文･絵

金の星社　刊

わかったさんの
こんがりおやつ

寺村　輝夫　作

あかね書房　刊

ぎょうれつのできる
チョコレートやさん

ふくざわゆみこ　作

教育画劇　刊

くまのがっこう
ジャッキーのゆめ

あいはらひろゆき　文

ブロンズ新社　刊

[児童書 ] [児童書 ]

[児童書 ] [ 児童書 ]

[児童書 ]

リスのロティから「食べると願いが叶う“お
まじないお菓子”を作って」と頼まれた、ル
ルとララ。ふたりは、スペインに昔から伝わ
る幸運のおまじないクッキーを作ることに…。

正直で気のいいかわうそどん。大うそつきの
きつねどんに魚を横取りされたかわうそどん
が、仕返しに教えた魚のとり方とは？

「わかったさんのおかし」シリーズから生ま
れたレシピ本。クッキー、ドーナツ、アップ
ルパイから、バーチディダーマ、チュロスま
で、こんがりあつあつのおかしを紹介します。

ある日、おにいちゃんたちが、「大人になったら、何にな
りたいの？」とジャッキーに聞きました。ジャッキー
は、「大好きなデイビッドの花嫁」と答えます。じゃあ、
おにいちゃんたちは何になりたいのでしょうか？

好奇心旺盛なシマリスくんと引っ込み思案の
キタリスくんは、いつも一緒の仲良し。ふた
りはチョコレートの作り方を習いに町のチョ
コレートやさんへ通い…。

市立図書館の新着本

ひまわり号巡回日程 ー １月

１コース／１月７日　　５コース／１月21日

２コース／１月８日　　６コース／１月22日

３コース／１月14日　　７コース／１月28日

４コース／１月15日　　８コース／１月29日

＊運行表は図書館に置いてあります。

図書館からのお知らせ

相良・榛原図書館では、ベルマークを回
収しています。
集めたベルマークは、図書館資料の充実
を図るため、図書館利用者に貸し出すた
めの本と交換します。
ご家庭などでベルマーク対象商品があり
ましたら、ぜひ回収に協力をお願いしま
す。
詳しくは図書館へ問い合わせてください。

ベルマーク運動にご協力ください！

▼相良図書館（相良保健センター２階）　☎2649

▼榛原図書館（榛原文化センター２階）　☎0094

開館時間　午前９時～午後５時

　　　　　＊水曜日は午後７時（祝日は午後５時）まで

休 館 日　毎週月曜日（祝日は開館）、年末年始

　　　　　＊休館中は、相良庁舎当直室または榛原文化

　　　　　　センターで本を返却できます。
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杉
すぎ

村
むら

奈
な

々
な

聖
せ

ちゃん（０歳）
平成30年12月18日生（細江）

もうすぐ１歳 !絵本を読んで

もらうのが大好き

優しく元気な子になってね !

石
いし

田
だ

琉
りゅう

羽
わ

くん（１歳）
平成30年12月１日生（静波）

いたずら大好き !いつも元気

いっぱいの琉羽 !生まれてき

てくれてありがとう

小
お

村
むら

茉
ま

由
ゆ

ちゃん（０歳）
平成31年２月２日生（波津）

まゆちゃんパパとママの所に

産まれてきてくれてありがと

これからもキラキラ笑顔でね

西
にし

谷
たに

涼
すず

禾
か

ちゃん（２歳）
平成29年11月４日生（静波）

お歌大好き☆お外大好き☆

じーじとばーばは

だいだいだーいすき



◆公式フェイスブック「マキコム」

http://www.facebook.com/makicom.makinohara

◆公式フェイスブック「ビタミンらぼ」

http://www.facebook.com/vitamin.makinohara生活情報 ◆携帯メール配信「まきのはらTeaメール」

makinohara-city@raiden2.ktaiwork.jp

期
間　

２
月
19
日

〜
２
月
21
日


会
場　

静
岡
県
看
護
協
会
会
館
（
静

岡
市
駿
河
区
南
町
14
ー
25
）

対
象　

看
護
の
仕
事
を
し
て
い
な
い

看
護
職
免
許
保
有
者

内
容　

最
近
の
看
護
の
動
向
・
看
護

基
礎
技
術
の
演
習

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
所
定
の
用

紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
。

参
加
費　

無
料
（
託
児
費
一
部
補
助
）

申
込
期
限　

２
月
10
日


申
込
先　

静
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
２
０
２
）
１
７
６
１


０
５
４
（
２
０
２
）
１
７
６
２

講
習
会
番
号　

Ｂ
19
ー
１
７
０

日
時　

１
月
26
日

・
２
月
２
日


（
２
日
間
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

６
時
10
分
（
両
日
）

会
場　

御
前
崎
市
佐
倉
公
民
館

申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
上
、
来
店

受
講
料　

▼
大
人
・
大
学
生
＝
２
万

３
１
５
０
円
▼
小
中
学
高
校
生
＝

９
８
５
０
円

申
込
期
限　

１
月
20
日


申
込
先　

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
振

興
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）
静
岡
県
中
部

受
付
代
行　

榛
南
無
線
電
器　

増
田

☎
（
52
）
２
３
９
３

4
年
目
の
今
年
も
や
り
ま
す
！

　

小
学
生
が
逃
げ
、
中
高
生
や
大
人

が
追
い
か
け
る
、
公
園
で
の
大
規
模

お
に
ご
っ
こ
で
す
。
小
さ
な
お
子
さ

ん
向
け
の
遊
び
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
11
日　
　

午
前
９
時
45

分
〜
午
後
２
時

会
場　

ゆ
う
ゆ
う
ら
ん
ど

対
象　

ど
な
た
で
も

申
込
方
法　

電
話
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
む
。

定
員　

２
０
０
人

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
期
限　

１
月
28
日


問
い
合
わ
せ　

勝
間
田
地
区
絆
づ
く

り
事
業　

武
田

☎
０
９
０
（
５
８
７
５
）
３
１
７
６

kizunazukuri.katsum
ata@

gm
ail.com

展
示
期
間　

１
月
24
日

の
正
午
〜

１
月
26
日

の
午
後
３
時
ま
で

展
示
会
場　

い
〜
ら

出
品
資
格　

市
内
在
住
・
在
校
の
小

中
高
校
生
、
一
般
市
民
（
書
道
連
盟

役
員
・
書
塾
指
導
者
除
く
）

出
品
規
格　

▼
小
１
〜
小
２
＝
学
校

硬
筆
課
題
（
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
用
紙
）

▼
小
３
〜
中
３
＝
学
校
毛
筆
課
題（
毛

筆
用
紙
）
▼
高
校
一
般
＝
随
時
、
新

年
に
ふ
さ
わ
し
い
文
字
（
半
切
４
分

の
１
）　

＊
一
般
は
昨
年
と
規
格
用
紙

が
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

出
品
料　

▼
小
中
高
校
生
＝
５
０
０

円
▼
一
般
＝
７
０
０
円

申
込
期
限　

１
月
４
日


申
込
先　

市
内
関
係
塾
、
書
道
教
室

＊
個
人
出
品
の
場
合
は
、
事
務
局
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

相
良
書
道
連
盟　

大

川
井　

☎
０
９
０（
８
４
５
７
）１
２
９
７

お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
、
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

を
実
施
し
ま
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
、
対
象
と
な
る
世

帯
や
法
人
な
ど
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課　

渥
美

☎
（
23
）
０
０
５
２

　

最
近
、
よ
く
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

　

良
い
睡
眠
は
、
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ

の
調
子
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
、
仕

事
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
も
大
切
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ

る
た
め
に
、
睡
眠
の
し
く
み
を
知
り
、

良
い
睡
眠
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
25
日
　

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時

会
場　

さ
ざ
ん
か

対
象　

ど
な
た
で
も

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　

１
月
17
日


問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

山
本

☎
（
23
）
０
０
２
４


（
24
）
１
０
０
５　

　

シ
リ
ー
ズ
「
ま
き
の
は
ら
健
康
大

学
」
の
第
３
回
目
の
講
演
会
で
す
。

　
「
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
の
口
腔

ケ
ア
〜
実
践
で
き
る
！
磨
き
方
の
コ

ツ
〜
」
と
題
し
て
、
歯
科
衛
生
士
か

ら
健
康
長
寿
の
た
め
の
口
腔
ケ
ア
方

法
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

日
時　

２
月
１
日
　

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　

さ
ざ
ん
か

対
象　

ど
な
た
で
も

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　

１
月
31
日


問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

都
築

☎
（
23
）
０
０
２
４


（
24
）
１
０
０
５

　

航
空
機
が
、
悪
天
候
な
ど
に
よ
っ

て
運
用
時
間
を
延
長
し
た
件
数
（
７

月
〜
９
月
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

件
数　

▼
７
月
＝
９
１
１
便
の
う
ち

１
件
▼
８
月
＝
９
１
２
便
の
う
ち
３

件
▼
９
月
＝
８
６
１
便
の
う
ち
０
件

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

増
田

☎
（
23
）
０
０
４
１

　

本
市
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
に
、
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い

る
食
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

寄
贈
さ
れ
た
食
料
は
、
認
定
特
定

非
営
利
活
動
法
人
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

ふ
じ
の
く
に
」
を
通
じ
、
生
活
に
困

窮
し
、
食
の
支
援
を
望
む
人
に
提
供

さ
れ
ま
す
。

実
施
期
間

１
月
６
日

〜
31
日


収
集
場
所　

榛
原
庁
舎
２
階
ロ
ビ
ー
、

相
良
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
、
さ
ざ
ん
か

ロ
ビ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
い
〜

ら
内
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
龍
眼
荘

内
）
に
配
置
し
た
回
収
ボ
ッ
ク
ス

条
件　

▼
賞
味
期
限
が
２
カ
月
以
上

あ
る
も
の
▼
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
▼
未
開
封
で
あ
る
も
の

▼
破
損
で
中
身
が
出
な
い
も
の
▼
お

米
は
常
識
の
範
囲
で
古
く
な
い
も
の

▼
常
温
で
保
存
で
き
る
も
の

希
望
食
品
例　

米
、
保
存
食
品
（
缶

詰
・
瓶
詰
な
ど
）、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
、
調
味
料
な
ど
。

＊
酒
類
・
も
ち
米
・
冷
凍
食
品
は
、

お
断
り
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

鈴
木

☎
（
23
）
０
０
７
０

　

見
え
な
い
・
読
め
な
い
な
ど
の
理

由
で
絵
本
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
な

い
人
た
ち
の
バ
リ
ア
（
障
が
い
）
を

無
く
し
、
誰
も
が
楽
し
め
る
よ
う
に

工
夫
し
た
絵
本
を
紹
介
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
絵
本
作
家
に
よ
る
お
は
な
し
会

も
行
い
ま
す
。

日
時　

１
月
18
日
　

午
前
10
時
〜

午
前
11
時
30
分

会
場　

榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階

大
会
議
室

対
象　

ど
な
た
で
も

講
師

進し
ん

藤ど
う

令れ
い

子こ

氏
（
静
岡
福
祉
大

学
図
書
課
長
）、
山や

ま

本も
と

敬け
い

子こ

氏
（
バ
リ

ア
フ
リ
ー
絵
本
作
家
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

そ
の
他　

１
月
14
日

〜
２
月
２
日


の
期
間
、
相
良
・
榛
原
図
書
館
に

て
、
静
岡
福
祉
大
学
バ
リ
ア
フ
リ
ー

文
庫
所
蔵
の『
さ
わ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

絵
本
』
を
中
心
に
布
絵
本
展
を
開
催
。

初
日
の
１
月
14
日

に
は
、
午
前
10

時
か
ら
榛
原
図
書
館
で
、
静
岡
福
祉

大
学
図
書
課
長
の
進
藤
令
子
氏
に
よ

る
展
示
説
明
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

淺
原

☎
（
53
）
２
６
４
６

募　

集

　

市
で
は
、
教
育
・
保
育
環
境
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
公

立
保
育
園
等
施
設
の
運
営
、
適
正
配

置
な
ど
目
指
す
べ
き
姿
を
定
め
た

「
牧
之
原
市
保
育
園
等
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
12
月
16
日
以
降
の
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間

12
月
16
日

〜
１
月
15
日


提
出
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
保

育
園
民
営
化
推
進
室
（
さ
ざ
ん
か
）

窓
口
に
あ
る
意
見
提
案
様
式
に
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
持
参
な

ど
で
保
育
園
民
営
化
推
進
室
に
提
出
。

問
い
合
わ
せ　

保
育
園
民
営
化
推
進

室　

板
倉　

☎
（
23
）
０
０
８
４

　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
「
第
3
次
健
康
増

進
計
画
及
び
第
3
次
食
育
推
進
計
画
」

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

　

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、榛
原
・

相
良
両
庁
舎
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
、

相
良
保
健
セ
ン
タ
ー
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

期
間

12
月
20
日

〜
１
月
19
日


対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
（
法
人
・
団
体
を
含
む
）　

▼
市
内

に
居
住
し
、
通
勤
し
ま
た
は
通
学
す

る
人
▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
法
人
そ
の

他
の
団
体
▼
そ
の
他
、
意
見
募
集
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
事
案
に
利
害
関

係
を
有
す
る
人

提
出
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
健

康
推
進
課
（
さ
ざ
ん
か
）、
相
良
保
健

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
る
「
意
見
提
案

様
式
」
に
、
氏
名
・
住
所
（
市
外
の

場
合
は
通
勤
先
ま
た
は
通
学
先
）・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
、
持
参
な
ど
で
健
康
推

進
課
に
提
出
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

池
谷

☎
（
23
）
０
０
２
４

　

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い

る
マ
マ
の
た
め
の
、
親
子
の
絆
作
り
、

親
同
士
の
仲
間
作
り
と
育
児
の
知
識

を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
赤
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
31
日

、
２
月
７
日

、

14
日

、
21
日
　

午
前
９
時
45
分

〜
正
午

会
場　

相
良
児
童
館

対
象　

令
和
元
年
８
月
４
日
〜
令
和

元
年
11
月
30
日
生
ま
れ
の
第
１
子
の

子
ど
も
と
そ
の
母
親

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー(

さ
ざ
ん
か
内
）
に
直
接

申
し
込
む
。
＊
対
象
者
に
は
直
接
案

内
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
期
限　

１
月
10
日


申
込
先　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー　

田
中

☎
（
23
）
０
０
８
３

　

市
で
は
、
地
域
の
学
生
の
職
業
観
・

勤
労
観
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域
事

業
所
の
雇
用
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、

高
校
生
を
対
象
と
し
た
短
期
職
業
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
ィ

ン
グ
事
業
」
を
令
和
２
年
度
に
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

本
事
業
に
協
力
い
た
だ
け
る
事
業

者
の
募
集
に
当
た
り
、
事
業
内
容
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

１
月
21
日
　

▼
第
１
部
＝

午
後
３
時
30
分
〜
▼
第
２
部
＝
午
後

６
時
〜　

会
場　

市
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
（
市

商
工
会
ビ
ル
）
２
階
会
議
室

対
象　

榛
南
地
域
に
事
業
所
を
構
え

て
い
る
事
業
者

申
込
方
法　

商
工
企
業
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る「
ジ
ョ
ブ
シ
ャ

ド
ウ
ィ
ン
グ
事
業
」
説
明
会
案
内
に

記
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
商
工
企
業
課
に
提
出
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
企
業
課　

福
代

☎
（
53
）
２
６
４
７

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
集
客
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
の
活
用
方
法
の
セ

ミ
ナ
ー
と
、
希
望
者
に
よ
る
交
流
会

を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
５
日
　

午
前
９
時
30

分
〜

会
場　

榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階

大
会
議
室

対
象　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に
興

味
の
あ
る
女
性
事
業
者
、
創
業
を
考

え
て
い
る
女
性

講
師　

加
藤
裕
子
氏
（
ｅ
し
ず
お
か

ブ
ロ
グ
編
集
長
）

申
込
方
法　

商
工
企
業
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
女
性
向
け

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
」

案
内
に
記
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
商
工
企
業
課
に
提
出
。

申
込
期
限　

定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
先　

商
工
企
業
課　

福
代

☎
（
53
）
２
６
４
７

委
託
期
間　

令
和
２
年
５
月
〜
令
和

３
年
３
月
（
契
約
更
新
の
可
能
性
あ

り
）

募
集
内
容　

携
帯
用
端
末（
ハ
ン
デ
ィ

タ
ー
ミ
ナ
ル
）
を
用
い
た
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
業
務
委
託
。

＊
原
則
、
奇
数
月
18
日
〜
月
末
の
期

間
で
、
担
当
地
区
に
あ
る
す
べ
て
の

水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
。
検
針
地
区

は
水
道
課
が
決
定
。

委
託
料　

基
本
料
と
実
績
料
を
合
算

し
た
金
額
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
を
含
む
）。
基
本
料
は
検
針
件
数

に
よ
る
。
実
績
料
は
条
件
に
よ
り
１

件
あ
た
り
51
円
ま
た
は
58
円
。

＊
委
託
契
約
の
た
め
、
社
会
保
険
や

雇
用
保
険
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

移
動
手
段
、
制
服
の
貸
与
や
燃
料
費
、

交
通
費
な
ど
の
手
当
の
支
給
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真

を
貼
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

水
道
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
。

募
集
人
数　

若
干
名

申
込
期
限　

２
月
７
日

（
必
着
）　

＊
面
接
日
時
は
、
後
日
対
象
者
に
連

絡
し
ま
す
。

申
込
先　

水
道
課　

伊
藤

☎
（
23
）
０
０
８
１

　

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
事
す
る

た
め
に
は
、
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
お

口
に
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

歯
科
受
診
の
必
要
性
や
義
歯
の
役

割
を
学
び
な
が
ら
、
食
べ
る
楽
し
み

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
生
活
を
目
指
し

ま
す
。
講
座
の
後
に
は
、
介
護
の
悩

み
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

１
月
18
日
　

午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

相
良
清
風
園　
（
牧
之
原
市
西

萩
間
６
９
５
番
地
６
）

対
象　

市
内
在
住
で
、
在
宅
で
介
護

を
し
て
い
る
人
、
こ
れ
ま
で
介
護
を

経
験
し
た
人
、
今
は
介
護
を
し
て
い

な
い
が
将
来
的
に
介
護
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
人

＊
送
迎
が
必
要
な
人
は
事
前
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
指
定
の
集
合
場

所
か
ら
送
迎
し
ま
す
。

（
集
合
場
所
＝
坂
部
区
民
セ
ン
タ
ー
、

榛
原
庁
舎
、
相
良
庁
舎
）

講
師

神か
み

谷や

知と
も

子こ

氏
（
歯
科
衛
生
士
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

持
ち
物　

歯
ブ
ラ
シ

申
込
期
限　

１
月
11
日


申
込
先　

▼
相
良
清
風
園　

杉
本　

☎
（
55
）
０
５
５
０

▼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
真
菜　

吉
田　

☎
（
28
）
０
０
５
４

﹇
自
衛
官
候
補
生
﹈

　

自
衛
官
と
し
て
最
も
一
般
的
で
、

曹
お
よ
び
幹
部
へ
の
道
も
開
か
れ
た

コ
ー
ス
。
２
〜
３
年
を
一
任
期
と
し

て
勤
務
し
ま
す
。

試
験
日　

２
月
15
日


＊
試
験
日
は
変
更
と
な
る
場
合
あ
り

資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

１
月
30
日

〜
２
月
13

日


申
込
方
法　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
藤
枝
地
域
事

務
所　

☎
０
５
４（
６
４
３
）６
３
９
１

保
育
園
等
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
ヘ
の
意
見
募
集

あ
な
た
も
べ
ビ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

看
護
師
等
再
就
業
準
備
講

習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
ィ
ン

グ
事
業
」協
力
企
業
募
集

牧
之
原
市
書
き
初
め
展
に

作
品
を
応
募
し
ま
せ
ん
か

第
４
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技

士
養
成
課
程
講
習
会
の
募
集

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
す

る
検
針
員
を
募
集
し
ま
す

介
護
者
の
つ
ど
い
「
お
口

の
健
康
」
参
加
者
を
募
集

「
な
り
た
い
自
分
に
な
れ

る
道
」自
衛
官
募
集
案
内

女
性
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
開
催

逃
げ
る
が
勝
ち
in
ゆ
う
ゆ

う
ら
ん
ど
の
参
加
者
募
集

働
き
盛
り
世
代
の
た
め
の

睡
眠
講
演
会
の
お
知
ら
せ

第
３
回
ま
き
の
は
ら
健
康

大
学
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

祝

よ
も
ー
ね
！
マ
キ
ノ
ハ
ラ

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

ホームページ

健
康
増
進
計
画
・
食
育
推

進
計
画
へ
の
意
見
を
募
集

富
士
山
静
岡
空
港
運
用
時

間
の
臨
時
延
長
に
つ
い
て
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子
ど
も
た
ち
を
育
む
学
校
給
食
の

今
を
知
り
、
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

﹇
吉
田
榛
原
学
校
給
食
共
同
調
理
場

（
吉
田
町
住
吉
１
５
０
０
番
地
の
１
）﹈

日
時　

１
月
23
日

・
24
日
　

午

前
10
時
〜
正
午

内
容　

▼
調
理
施
設
お
よ
び
調
理
作

業
の
見
学
▼
年
表
、
写
真
パ
ネ
ル
な

ど
の
展
示
▼
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
▼
学
校

給
食
の
試
食
▼
給
食
レ
シ
ピ
集
の
配

布
▼
ア
ン
ケ
ー
ト

問
い
合
わ
せ　

吉
田
榛
原
学
校
給
食

共
同
調
理
場

☎
（
32
）
１
７
５
０

﹇
牧
之
原
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
相

良
小
学
校
裏
）﹈

日
時　

１
月
24
日
　

午
前
11
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

内
容　

▼
調
理
場
施
設
の
見
学
▼
当

日
の
献
立
の
試
食（
０
・
５
人
分
程
度
）

▼
給
食
レ
シ
ピ
の
配
布
な
ど

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
牧
之

原
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）　

池
田

☎
（
52
）
３
１
８
４

　

本
年
10
月
31
日
に
首
里
城
跡
で
火

災
が
発
生
し
、
文
化
財
に
甚
大
な
被

害
が
出
た
こ
と
に
伴
い
、
文
化
庁
お

よ
び
静
岡
県
か
ら
、
防
火
対
策
を
徹

底
す
る
よ
う
注
意
喚
起
が
あ
り
ま
し

た
。

　

文
化
財
の
所
有
者
や
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
に
留

意
の
上
、
文
化
財
の
防
火
な
ど
に
一

層
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１　

火
気
の
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
。

２　

通
報
や
初
期
消
火
、
延
焼
防
止

　

な
ど
を
確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う

　

に
、
防
火
設
備
の
点
検
や
初
期
対

　

応
の
体
制
を
確
認
す
る
こ
と
。

３　

不
特
定
多
数
の
他
者
が
出
入
り

　

す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
警
報
設

　

備
や
消
火
設
備
の
設
置
を
検
討
す

　

る
こ
と
。
ま
た
、
設
置
し
て
い
る

　

場
合
は
、
機
器
の
更
新
や
強
化
を

　

検
討
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
自
動
火
災
報
知
設
備
や
消

火
器
を
設
置
し
て
い
る
所
有
者
の
皆

さ
ま
は
、
点
検
・
確
認
を
至
急
実
施
し
、

故
障
や
期
限
切
れ
の
場
合
は
速
や
か

に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
者
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

長
谷

川　

☎
（
53
）
２
６
４
６

　

さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
中
央
に
は
鳥

居
が
建
立
さ
れ
、
一
年
の
安
全
を
祈

願
す
る
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

神
事
終
了
後
、
清
め
た
お
守
り
塩

（
30
グ
ラ
ム
）
を
先
着
５
０
０
人
に
無

料
配
布
し
ま
す
。

日
時　

１
月
１
日　
　

▼
午
前
６
時

〜
＝
甘
酒
無
料
配
布
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

花
火
ミ
ニ
ス
タ
ー
マ
イ
ン
打
上
げ（
７

人
）、
初
日
の
出
祝
賀
花
火
サ
ン
ラ
イ

ズ
ス
タ
ー
マ
イ
ン
打
上
げ
▼
午
前
６

時
30
分
〜
＝
初
詣
祈
願
式

会
場　

さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
中
央

問
い
合
わ
せ　

ま
き
の
は
ら
産
業
・

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

栗
田

☎
（
22
）
５
６
０
０

日
時
・
会
場


２
月
11
日
祝　

午

後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
＝
清

水
テ
ル
サ
７
階　


２
月
29
日


午
前
10
時
〜
午
後
１
時
＝
静
岡
県
看

護
協
会

内
容


看
護
職
就
職
相
談
会
、
講

演
会
（
心
の
不
思
議
と
ス
ト
レ
ス
ケ

ア
）　


看
護
職
の
就
職
相
談
会
、
実

践
報
告
会

対
象　

看
護
職
や
看
護
職
免
許
保
有

者
、
看
護
学
生
、
看
護
職
を
目
指
す

高
校
生

そ
の
他　

お
子
さ
ま
連
れ
歓
迎
。
申

込
不
要
、
参
加
費
無
料
。

問
い
合
わ
せ　

静
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー

☎
０
５
４
（
２
０
２
）
１
７
６
１

　

建
て
替
え
工
事
に
よ
り
、
令
和
２

年
１
月
か
ら
萩
間
駐
在
所
を
一
時
閉

鎖
し
ま
す
。

　

閉
鎖
に
伴
い
、
萩
間
駐
在
所
員
は

相
良
交
番
に
て
勤
務
す
る
こ
と
か
ら
、

事
件
や
事
故
な
ど
の
届
出
は
、
牧
之

原
警
察
署
ま
た
は
相
良
交
番
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

建
て
替
え
期
間
は
、
令
和
２
年
８

月
ご
ろ
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
駐
在
所
完
成
後
は
、
引
き
続
き
旧

所
在
地
に
お
い
て
駐
在
所
業
務
を
再

開
し
ま
す
。

　

萩
間
駐
在
所
管
内
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

事
件
事
故
届
出
先
・
問
い
合
わ
せ

▼
牧
之
原
警
察
署　

☎（
22
）０
１
１
０

▼
相
良
交
番　

☎（
54
）１
２
０
１

困りごと・悩みごと相談 Consultation

１月の相談

静岡牧之原茶マスコット
チャーフィン

１月の相談日です。

日々の生活の中で、誰かに相談したいと思っていること

や疑問に感じていることはありませんか。

そんなあなたからの声に応えるための各種無料相談窓口

を紹介します。

秘密は厳守されますので、ひとりで解決しようとせず、

まずは相談してみてはいかがですか。

＊市民相談センターは、市役所榛原庁舎北側の就業改善センター２階にあります。

＊職員や来庁者など、他人に会うことなく入ることができます

市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口水道課入り口水道課入り口

入り口入り口入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

会
館
棟

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

　高齢者虐待予防相談

　税の無料相談

　心配ごと相談

　一般相談

日常生活の中での困りごとや悩み、
分からないことなどの相談を受け
付けます。困ったらまずは相談を。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

日常生活から起こる家庭問題や金
銭貸借などの紛争を解決。司法書
士が対応します。

期日　１月15日・29日
時間　９：00～11：30
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

　消費生活相談

税務・会計など税に関するあらゆ
る相談に無料で応じます。
事前予約が必要となります。

期日　１月22日
時間　13：30～15：30
会場　市民相談センター
問東海税理士会島田支部　☎ 05476575

契約トラブルや消費者金融、多重
債務、商品苦情など、消費や契約
に関する相談を受け付けます。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

女性相談

女性の抱えるさまざまな悩みを、
女性相談員が一緒に考え、解決の
糸口を探すお手伝いを電話や面接
にて対応します。
期日　月・火・水・金曜日
時間　９：15～16：00
会場　さざんか
問家庭児童相談室　 ☎㉓0083

介護相談

介護する人たちを支えるため、相
談・支援体制を整えています。
期日　月曜日～金曜日
　　　＊祝日を除く。
時間　９：00～17：00
　　　（水曜日は19時まで）
会場　さざんか
問長寿介護課　☎㉓0076

「高齢者に関する虐待かな」と思っ
たときの相談です。事前に問い合
わせをして、気軽に相談ください。

期日　１月17日
時間　13：30～16：00
会場　相良保健センター
問地域包括支援センターさがら ☎1900

巡回交通事故相談

県交通事故相談所の専門相談員が、
交通事故に関する相談に応じます。
事前予約が必要となります。

期日　１月14日
時間　10：00～15：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　 ☎㉓0088

暮らしなんでも無料相談

日常生活でのトラブルや悩みごと、
困ったことなどの相談を受け付け
ています。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～17：00

問相談ダイヤル　☎054(646)6055

　法律相談（先着８人）

相続や遺産分割、離婚、多重債務
や債務整理などの法律解釈や手続
き、人権に関する相談などを無料
で受け付けます。弁護士、行政相
談員、人権擁護委員が１回30分で
対応します。
相談時には、参考となる書類など
を持参してください。
相談を受けるには、当日電話予約
が必要です。

期日　１月８日・22日
時間　10：00～ 12：00
　　　13：00～ 15：00
会場　市民相談センター
予約　８：30～
　　　当日電話予約のみ

問市民相談センター　☎0088

生活情報

島
田
工
業
高
校
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
と
文
化
祭
開
催

い
ろ
ん
な
こ
と
が
聞
け
る

一
日
限
定
無
料
相
談
開
催

入札結果の公表－10月 管：管理情報課　防：防災課　茶：お茶振興課　建管：建設管理課　建：建設課
都：都市計画課　企：企業立地室　水：水道課　　　　　　　　問い合わせ　管理情報課　原口　☎0055

工事・委託名 予定価格（税抜） 落札価格（税抜） 落札率 落札業者

管 市有バス運行管理業務委託 600,000円 515,000円 85.83％ ユアーズ静岡　＊月額

防 相良B&G海洋センター放射線防護対策工事 124,300,000円 120,000,000円 96.54％ 水野建設工業

防 相良地区放射線防護対策施設建設測量・実施設計業務委託 14,290,000円 13,600,000円 95.17％ 服部エンジニア　島田事務所

茶 東萩間地区農地整備工事 4,799,000円 4,790,000円 99.81％ 原崎工務店

建管 市道勝俣12号線 (千両西川橋 )橋梁補修工事 31,999,000円 30,500,000円 95.32％ 木村組

建管 市道黒子静波線（天神橋）橋梁補修工事 27,227,000円 26,000,000円 95.49％ 明建

建管 市道白井本線法面補修工事 32,118,000円 30,800,000円 95.90％ 相良建設

建管 市道大原朝比奈線法面補修工事 10,514,000円 10,100,000円 96.06％ 相良建設

建 市道切山22号線測量業務委託 590,000円 560,000円 94.92％ 二葉測量設計事務所

都 ふるさと体験の森整備に伴う測量設計業務委託 5,120,000円 4,600,000円 89.84％ 二葉測量設計事務所

都 波津公園トイレ建設工事 8,444,000円 8,100,000円 95.93％ 若杉建設

企 萩間地区工業用地開発可能性基本調査業務委託 7,972,000円 7,700,000円 96.59％ 不二総合コンサルタント　島田営業所

水 市道静波１号幹線配水管布設工事 9,280,000円 8,900,000円 95.91％ トシズ

水 市道須々木大溝線配水管布設工事 5,060,000円 4,900,000円 96.84％ 牧南社

建
て
替
え
工
事
に
よ
り
萩

間
の
駐
在
所
を
一
時
閉
鎖

令
和
元
年
度
「
学
校
給

食
展
」を
開
催
し
ま
す
！

初
日
の
出
と
共
に
み
ん
な

で
新
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う

ナ
ー
ス
の
お
仕
事
フ
ェ
ア

に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

祝

文
化
財
の
防
火
対
策
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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相良の城下町は
こんなに多くの人で
にぎわいました！

沿道の観客に笑顔で応える意次侯役の金子さん

艶やかな着物姿で歩く奥方役の堀口さんと姫役の加藤さん

お国入りした大江の御船来場者にハイタッチする金子さん

田
沼
意
次
侯
役

金
子
貴
俊
さ
ん（
俳
優
）

ダンシング茶々と踊る相良小１年生

圧巻の演奏を披露したはいばら太鼓

寸劇を披露した相良小５年生

３択クイズを楽しむ出演者たち

会場を盛り上げる榛原高校吹奏楽部もち投げをする金子さん・堀口さん・加藤さん

航空自衛隊静浜基地の飛行機が大祭を祝福

見事に書き上げられた「田沼意次侯生誕300年記念大祭」の書 書道パフォーマンスをする吉永さん

城代家老役

杉本基久雄 市長

田沼意次侯生誕300年記念実行委員会

河野研司 委員長

司会

久保ひとみさん

家老役

橋
はしもとまさる

本勝 教育長

ん

老役

育長

姫
役加
藤
桃
子
さ
ん

（
本
市
出
身
女
流
棋
士
）

奥
方
役

堀
口
茉
純
さ
ん

（
歴
史
タ
レ
ン
ト
）

纏
まといぶ

振りを先頭に入場する県鳶工業連合会
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